
 学校だより７月号                                     令和４年７月１日発行 

                           鴻巣市立広田小学校 

                          〒365-0005 鴻巣市広田３１５６－５ 

                          電 話 ０４８－５６９－００２６ 

                          ＦＡＸ  ０４８－５６９－３１９６ 

                          Ｅ-mail   hiroda-e@city.konosu.ed.jp 

 

「添え木をしてまっすぐに育てる」「聞く姿勢をもつ」 ～徳川家の子育て術～ 
              

 連日、猛暑が続いています。教室は常時換気のために窓を開け、エアコンと扇風機のフル稼働状態で

す。プールがある日は、子ども達は朝から嬉しそうです。プールバックを大事に抱えて登校する姿はと

ても印象的です。外の通路では、１年生が育てている朝顔が夏の暑さを歓迎するかのように勢いよくつ

るを伸ばしています。その横では２年生のミニトマトが赤い実をつけ、その実を収穫して喜ぶ子ども達

の姿が見られます。３年生の枝豆や百日草、４年生の日日草も順調に芽を出し、成長しています。田ん

ぼに植えた稲の苗も水が涸れないよう調整しながら何とか順調に育てています。６年生も授業の合間に

スイカやトウモロコシを育てています。植物にとっては、夏の暑さは申し分ありません。引き続き水や

栄養もしっかり与え、植物の成長の過程をみんなで楽しんでいきたいと思います。 

 さて、先日テレビで家康の子育て術について取り上げた番組があり、とても興味深く見させてもらい

ました。２６０年続くことになる江戸幕府を開いた初代将軍、徳川家康は「植木のように育てる」とい

う考えの下、わが子の子育てをしてきたそうです。植木の手入れでは「悪くなった枝があれば切り落と

し、弱くなって曲がってしまうようであれば、添え木をしてまっすぐ育つようにする」そうですが、人

間も同じだというのです。添え木とは何か。礼儀であったり、規則正しい生活であったり、不要物の排

除であったり…と様々なことが考えられます。自分だったら何を添えるだろうか。思わず考えてしまい

ます。成長期に必要な何かを意図的に補うことはとても大切なことだと思います。 

また、家康の子育てでさらに大事にしたことがありました。それは「どんな相手でも聞く姿勢をもつ」

ということです。これは私達大人にとっても大事なことだと考えます。「聞く」は「聴く」とも書きま

す。子どもに対しても聴く耳をもつこと。「どうしたの？」子どもが悪いと１００％わかっていたとし

ても、しっかり弁解も聞き、その上で１％でも認めてあげることがあれば認め、悪いことについてはし

っかり正していく。子どもは自分が受け入れてもらえた、弁解を聞いてくれたと感じ、だんだんと心が

落ち着いてきます。そして、自分が受け入れてもらったり聞いてもらったりした経験が、今度は、他の

人の話を聞くようになっていくのです。そのためには、聞く耳をまずは親自身がもたなくてはいけない

ということです。そう言えば、かつて子ども同士のトラブルがあった時、当事者の主張（時には言い訳）

を途中までしか聞かずに指導したことがありました。非常に反省すべき点です。小学生になると、1年

生の子どもでさえも、それなりに自分の考えをもっています。どんな場合でも、まずは話を聞き、そこ

に見える我が子のよさを認めつつも、だめなことはだめと子ども自身が納得できるように教え導く子育

て術を備えたいものです。                       （文責 清水 良江） 
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「いじめ」とは   

 

◎ひやかし、からかい、わるぐち、いやなことを言われる。            ◎仲間はずれ、無視をされる。  
◎お金をもとめられたり、店でおごらされたりする  。            ◎物を隠されたり、盗まれたり、壊されたり、捨てられたりする 。 
◎軽くぶつかられたり、遊ぶふりをしてたたかれたり、けられたりする。    （ひどくぶつかられたり、たたかれたり、けられたりする。）   
◎いやなこと、恥ずかしいこと、きけんなことをされたり、させられたりする。  
◎パソコンや携帯電話などで、いやなことを書きこまれたり、言われたりする。   

子ども達は、意識せずにやってしまっていることがあります。具体的にどんな行為が相手を傷

つけるのか、日頃そのような行為をしていないかなど、ご家庭でも話し合ってみてください。 


